
節分は季節を分けるという意味で「立春・立夏・立秋・立冬」

の前日を指しているので年に４回あります。「立春」は、旧暦

の１年の始まりにあたる日で、厳しい冬を乗り越えて春を迎

えることから、節分の中でも特にめでたい日とされてきました。清めた状態で新しい

1年を迎えるため、大晦日に1年の邪気や悪いものを祓う儀式として行われるようになったのが、豆まきなど

の「節分」の行事です。

最近では、「恵方巻」を食べるのが一般的になってきました。「恵方」とは「吉方」とも

呼ばれ、その方角に神様がいるので、この「恵方」を向いて、心の中で願い事をしなが

ら黙って食べきると願い事がかなうとされています。
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冬季休業中特別街頭補導 12月25日(月)～1月5日(金)の合計６日間

冬季休業中の特別街頭補導は青少年センター職員で

で実施しました。

市内のコンビニや書店・図書館などの公共施設等に立

ち寄り子供達の利用状況等を聴くと、ほとんどの店舗等

では特に問題は無いということでしたが、いくつかの店舗

では、子供達が大勢で来店するとどうしても大きな声が出

たり、中には自分で食べた物の後片付けができない子供

がいる事を聞かせてもらいました。また、未成年がタバコ

を買いに来店することがあり、もちろん販売をしないので

すが厳しく注意してくれていることを教えてくれる店長さん

もありました。今年度の補導状況では、高校生の喫煙での補導が増加していることもあり、「ありがとうご

ざいます、今後もよろしくお願いします。」と伝えさせていただきました。

令和６年紀の川市はたちのつどい 令和6年1月7日(日) 午前10時30分～

粉河ふるさとセンターにおいて、「紀の川市はたちのつどい」が開催されました。式典は、「国歌・市

歌斉唱」、岸本健市長「式辞」、坂口時羽はたちの

つどい実行委員長の「挨拶」で始まり、来賓の方々

からの「祝辞」と続き、最後に、２０歳代表の塩塚悠

斗さんによる「はたちの誓い」でした。

イベントは、各中学校でお世話になった先生方

からのコメントを中心に実行委員が案を出し合って

作成した「スライドショー」を上映し、最後に、芸能

イベント「お見送り芸人しんいちとあぁ～しらきによ

る爆笑ライブ」で盛り上がりました。

対象者５７９名のうち、４５４名が参加しましたが、

参加者のマナーも良く、厳粛なムードの式でした。

準備や司会をはじめ式の運営で活躍された実

行委員のみなさん、お疲れさまでした。
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発生日時 発生場所 事　象　内　容 不審者の特徴

1月１８日(木)
1５時１５分頃

貴志川地区

業務スーパー貴志川店前の歩道で下校途中児童２名が、ジョイフル
の方から歩いてきた６０代くらいの男女二人組の女性に「かわいいね」
と声をかけられた時に、男性がカバンの中から携帯電話を出し、写真
を撮っているような様子があった。その後、二人組は進行方向へ立ち
去った。

男性は、上下黒の服にサン
グラス　女性は、上は青の
ジャンパー下は黒色のズボ
ン　男性は、大きなカメラを
持っていた

４月
からの
累計

小学生 中学生 高校生 有職無職 その他

種　　別 女子 男子 女子 男子 女子女子 男子

（公益財団法人 薬物・覚醒剤乱用防止センター発行より引用）

大学の運動部員が大麻で検挙されるなど、テレビのニュースでも若者

が「大麻」「薬物」に関わった事件の報道などを見聞きすることが増えまし

た。今後、スマートフォンの普及により乱用の低年齢化はさらに進むこと

が懸念されます。

【若者の大麻乱用の実態】

ある調査では、大麻で検挙された人に、使ったきっかけや動機、危険性

の認識について聞き取ったところ、約半数の人が「未成年の時にはじめて

大麻を使用した。」と答えたそうです。２０代を含めると９割近くに達してい

て、大麻の低年齢化が進んでいる実態が明らかになっています。また、乱

用したきっかけについては、２０歳以下の人の７割以上が「誘われて」と答え、その動機では、半数以上が

「好奇心・興味本位」と答えています。

大麻の危険性については、全体の８割が「全くない」「あまりない」と答えています。インターネットなどで、

「大麻は無害」「大麻は依存性が少ない」「大麻が合法の国もあるくらい安全」といった誤った情報があふ

れているためと考えられます。

【増える１０代の市販薬乱用】

市販薬を含む医薬品にも、依存性のある物質が含まれている場合があります。特に、若者の間で近年、

医薬品の乱用が目立っていて、ここ数年で急増している可能性があります。

薬物乱用とは、法律によって使うことが禁じられている薬物を使ったり、薬物を医療以外の目的で使っ

たり、決められた使用方法（用法・用量）から外れて使ったりすることをいいます。

【薬物のはなしの冊子・ＤＶＤを貸し出します！】
青少年センターでは、大麻や薬物乱用の問題を重く受け止め、紹介した冊子と「薬物

のはなし～どうして学ばなきゃいけないの？～」「それってホント？事例でみる薬物乱用」

のＤＶＤを購入し学んでいるところです。学校等で視聴希望の方は、連絡を頂ければ貸

し出しますので活用してください。

≪不審者情報≫

≪補導統計≫紀の川市 令和６年１月分

※１月、不審

者情報は１件

でした。

あなたに知ってもらいたい「薬物のはなし」


